
【シニアの健康に関する意識調査】 
 

「物忘れ・認知機能の低下」が将来の健康において最も不安と回答した人が52％ 

株式会社山田養蜂場 

2019年9月11日 

報道関係各位 

 株式会社山田養蜂場(本社：岡山県苫田郡鏡野町市場、代表取締役：山田英生、以下山田養蜂場)は、
全国の自社の通販会員のうち、65歳以上のシニア世代1442名を対象に、健康に関する意識調査を行いま
した。その結果、65歳以上のシニア世代が将来の自身の健康について不安に思っているのは、ガンより
も認知機能の低下だということが判明しました。 
 2019年6月19日内閣府が公表した『令和元年版高齢社会白書』によると、「日常生活に制限のない期
間」のことを指す健康寿命の延びが、平均寿命の 延びを上回っています。健康寿命が延伸している今時
のシニアは、与えられた時間をどのように充実していきたいと考えているのでしょうか。 

【調査サマリー】 

・将来の健康のことで不安なのはガンよりも認知機能の低下が52％でトップ。 

・認知機能の低下を感じている方の2人に1人が日常的に運転をしている。 

・自社通販会員のうち、82.9％の人が 認知機能の低下や認知症の予防・改善のために対策をしている。 

・何も対策をしていない人の、対策をしていない理由は「何をしたら良いかわからない」が47％。 

・認知機能低下に対する対策トップは「趣味を楽しむ」、次いで知的トレーニング。不摂生や予防・ 

 改善効果があると言われている食材・成分の摂取など生活習慣の改善、サプリメントの摂取も人気。 

・認知機能の低下に対する予防・改善のために利用してみたいサービス１位はアプリによる健康状態の  

 管理・情報提供。 

・将来に対しては46.5％の人が前向きに考えている。 

■調査概要 
【調 査 名】  山田養蜂場「健康に関する白書」2019年 
【調 査 方 法】   インターネット調査  
【対 象】    山田養蜂場の通販会員65～80代の男女 
【実 施 期 間】    2019年8月9日～8月18日 
【サンプル数】  1442名 

将来の健康において「不安に感じている分野・ 
事柄」は何ですか。(複数回答) 
 
 全国の山田養蜂場会員のうち、65歳以上の男女
1442名を対象に健康に対する意識調査を行ったと
ころ、65歳以上の方の86.5％が、現在健康につい
て何らかの不安を抱えていることが分かりまし
た。また、将来の健康についていちばん不安に
思っているのは、ガンや生活習慣病を抑え、「物
忘れ・認知機能の低下」が52％と半数を超える数
字でトップという結果になりました。 
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設問：将来の健康において「不安に感じている分野・事柄」は何ですか。(複数回答) 
                                         n=1442 
 



アクティブエイジングは「活発な高齢
化」という意味で、高齢になっても健
康でいきいきと社会参加をして暮らす
こと、またそのための社会的な取り組
みをいいます。 
少子高齢化により、労働人口がどんど
ん減少していることから、日本では今
後労働力が足りなくなっていくことが
予想されます。また、高齢化により年
金の総支給額や、国が負担する医療費
も増大しています。今後さらに労働人
口が減り、結果として国の税収が減少
すれば、現役世代への負担も増加する
可能性があります。 
アクティブエイジングな高齢者が世の
中に増え、仕事やボランティアで社会
参加することは、労働力を補うだけで
はなく、社会保障費を抑える意味でも
とても重要です。 
高齢化のトップランナーとして、どの
国も経験のない超高齢社会に入った日
本では、他国に先駆けて高齢化対策を
実践しアクティブエイジングを実現す
ることが求められています。 

ヘルシー・エイジングは、身体的、精神的
及び社会的な機能を保ちながら自律した生
活を送ることを指します。私たちは、ヘル
シー・エイジングを実現するためには、①
内在的能力（身体的、精神的能力）の維
持、②内在的能力が減退しつつある場合で
も機能的能力（自らが重要と考えることが
出来る状態を実現する特性）を維持するた
めの生活環境、生活習慣、保健・介護予防
サービス、社会環境の整備が必要であると
考えています。本テーマ研究では、ヘル
シー・エイジングを実現するため、地域に
おいて高齢になっても満足できる生活が送
れるような個人的アプローチ手法、及び社
会システムを構築するためのエビデンスの
創出を進めています。 

健康寿命を伸ばし、すべての人々が
老後に生活の質を上げていけること
がアクティブ・ エイジングの目的
である。 
 
人々が歳を重ねても生活の質が向上
するように、健康、参加、 安全の
機会を最適化するプロセスである。 

現在、認知機能の低下や認知症の予防・改善の 
ために行っていることは何ですか。(複数回答) 
 
 現在、認知機能の低下や、認知症予防・改善の
ために何か対策をしているか質問したところ、
82.9％の人が何らかの対策をしていることが分か
りました。その対策の中身を見てみると、「趣味
を楽しむ」が51.2％と断トツで１位となってお
り、次いで知的トレーニング、運動、サプリ、食
材・成分の摂取となりました。 
  

(％) 

設問：現在、認知機能の低下や認知症の予防・改善のために行っていることは 
   何ですか。(複数回答)                                                                n=1442 
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設問：(認知機能の低下を感じている方のみ)日常的に行っていることは何ですか。 
   (複数回答)                            n=759 

(％) 
 
(認知機能低下の自覚がある方のみ) 
日常的に行っていることは何ですか。(複数回答) 
 
 認知機能の低下を感じている方のうち、 
2人に1人は日常的に運転をしていることが 
分かりました。 
 

認知機能の低下に対する予防・改善のために 
利用してみたいサービスは何ですか。(複数回答) 
 
 シニア世代に今後、認知機能の低下に対する予
防・改善のために利用したいサービスを聞いてみ
たところ、アプリなどを利用した健康状態の管
理、情報提供が１位になりました。 
 認知機能の低下に不安があるが、実際に何をす
れば良いのか、効果的な対策は何かなど、充分な
情報提供がされていないという現状があります
が、 
シニアはそこで何もしないのではなく、アプリな
ど先進的なものも積極的に利用し、自ら情報を取
りに行き、前向きに将来と付き合っていこうとし
ていると言えます。 
 

設問：認知機能の低下に対する予防・改善のために利用してみたいサービスは何です
か。 
   (複数回答)                           n=1442 (％) 
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アピセラピーヘルスケア事務局(株式会社グラムスリー内) 

TEL：03-6402-0313 FAX：03-6402-0302 MAIL：staff@gram3.com 
(受付時間 月～金曜 10：00～18：00 土日祝を除く) 

担当：山田、本間 
 
 

山田養蜂場 戦略広報室 
TEL：03-5410-3838 FAX：03-5410-3839 MAIL：ny1972@yamada-bee.com 

担当：山下 

報道関係者からのお問い合わせ先 

アクティブエイジングは「活発な高齢
化」という意味で、高齢になっても健
康でいきいきと社会参加をして暮らす
こと、またそのための社会的な取り組
みをいいます。 
少子高齢化により、労働人口がどんど
ん減少していることから、日本では今
後労働力が足りなくなっていくことが
予想されます。また、高齢化により年
金の総支給額や、国が負担する医療費
も増大しています。今後さらに労働人
口が減り、結果として国の税収が減少
すれば、現役世代への負担も増加する
可能性があります。 
アクティブエイジングな高齢者が世の
中に増え、仕事やボランティアで社会
参加することは、労働力を補うだけで
はなく、社会保障費を抑える意味でも
とても重要です。 
高齢化のトップランナーとして、どの
国も経験のない超高齢社会に入った日
本では、他国に先駆けて高齢化対策を
実践しアクティブエイジングを実現す
ることが求められています。 

ヘルシー・エイジングは、身体的、精神的
及び社会的な機能を保ちながら自律した生
活を送ることを指します。私たちは、ヘル
シー・エイジングを実現するためには、①
内在的能力（身体的、精神的能力）の維
持、②内在的能力が減退しつつある場合で
も機能的能力（自らが重要と考えることが
出来る状態を実現する特性）を維持するた
めの生活環境、生活習慣、保健・介護予防
サービス、社会環境の整備が必要であると
考えています。本テーマ研究では、ヘル
シー・エイジングを実現するため、地域に
おいて高齢になっても満足できる生活が送
れるような個人的アプローチ手法、及び社
会システムを構築するためのエビデンスの
創出を進めています。 

健康寿命を伸ばし、すべての人々が
老後に生活の質を上げていけること
がアクティブ・ エイジングの目的
である。 
 
人々が歳を重ねても生活の質が向上
するように、健康、参加、 安全の
機会を最適化するプロセスである。 

 

山田養蜂場は「ヘルシーエイジング」「アクティブエイジング」の実現を目指していきます 
 
 内閣府が発表した『令和元年版高齢社会白書』によると、日本は世界で最も高い高齢化率であり、今
後も高い水準を維持していくことが見込まれています。そのような超高齢化社会の日本において、身体
的、精神的及び社会的な機能を保ちながら自律した生活を送る「ヘルシーエイジング」や、WHOが提唱
している、人々が年齢を重ねても生活の質が向上するように健康であり続け、社会への参加をしながら
暮らしていける「アクティブエイジング」の実現は、他国にも増して重要な課題であると言えます。 
 
 今回のシニア世代の健康に対する意識調査でも、健康に対する本音とともに、ポジティブなシニアの
姿も見えてきました。それを支えていくことこそが、「ヘルシーエイジング」や「アクティブエイジン
グ」の実現に繋がると山田養蜂場は考えます。 
  
 はちみつやローヤルゼリーなどのミツバチ産品を製造・販売する山田養蜂場では、予防医学の考えに
基づきミツバチ産品によって健康寿命を実現させ、社会貢献を果たすことを使命としています。今後
も、シニア世代に寄り添い、健康に関する正しい情報やサービス、商品を提供し続けることで、「ヘル
シーエイジング」「アクティブエイジング」の実現に寄与していきたいと思います。 
 

将来についてどのように感じていますか。(単数回答) 
 
 65歳以上の方の9割が、現在健康について何らかの不
安を抱えていると答えた一方、「将来に対してどのよう
に感じているか」という質問に対しては、46.5％と半数
近くの人が、ポジティブに考えていると答えました(とて
も前向きで楽しみ、やや楽しみの合計)。 
 シニア世代は、健康に対して悩みを持ちながらも、将
来に対して前向きに捉えており、その前向きな将来の手
助けとして、アプリなどを活用して情報収集、サービス
提供を受けたいと考えているようです。 
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設問：将来についてどのように感じていますか。(単数回答) 
                                                                                                        n=1442 


